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はじめに

筆者はここ数年来，女子の身体的理想像に関する研究を題目として，女子の身体の美し

さについての研究を進めて来た。

従来，体育の場において， 「身体の美しさ」なるものは「強さ」や「大きさ」に較べて

とかく軽視され勝ちであり， 「美しいからだをつくること」は体育の学習指導の中であま

り重視されなかった。

筆者が女子の体育大学に奉職してみると，結婚適令期の女子がいかに「美しいからだ」

になることを願い，また，努力しているかを知らされた。日頃スポーツの実践を通して，

身体の強さや速さを一般の人よりはより多く望んでいる筈の体育大生において，なおこの

ように「美しいからだに」対する願望が強いとすれば，一般の女子が「美しいからだ」に

ついての関心や願望が強いのは当然であろう。

このように，女子が「美しいからだ」に対する願望を強くもっているとするならば，女

子に対する体育指導の中で「美しいからだづくり」を取り入れなければならないことにな

る。

ところで， 「美しいからだ」とはどのようなからだを指すのであろうか。

「美しさ」そのものは極めて主観的，抽象的なものであるとともに，甚だ複雑な内容を

持つものといえよう。 「美」を追求することは芸術の分野に属し， 「美」を科学的に表示

すること，いいかえれば数星化することは極めて困難なことである。

しかしながら，体育の場において『美しいからだ』をその学習指尊の対象にしようとす

るならば，その「美しいからだ」を誰もが納得し，その「美しいからだ」を具体化する方

法，言いかえれぼ， 「美しいからだ」の客観化と数量化が必要となって来る。

ところで，体育の場において「美しいからだづくり」を学習指導の目標として取りあげ

るならば，学習の効果を期待出来るものをその対象に選ばなければならない。すなわち，

学習者や指導者がいかに努力しても学習の効果が望めないもの，たとえば身長のように，

その大部分が先天的要素に左右されるものであるならば，いたずらに学習者を混乱させ失

望させることになるであろう。したがって，このようなものは学習指導の対象となり得な
いであろう。

このような根拠から，筆者は「美しいからだ」を研究するに当って，その対象を幅育，

姿勢等の可変的なもの，言いかえると教育的効果の期待出来るものに限ることとした。

今回は「その 6」として「歩行時の膝の角度とその美しさとの関係について」をとりあ
げることとした。
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I. 研究目的

女子の身体的理想像を論ずるに当って，重要な要素と考えられる「美しさ」を，出来る

だけ科学的，教育的に分析し検討することによって，わが国青年女子の身体的理想像を求

めるための資料にしようとするものである。

今回は歩行時における膝のまげ方が「歩く時の美しさ」をきめる重要な鍵の一つである

と考え，歩行時の膝の角度の中で最も美しいと思わる角度をみつけようとした。

II. 研究方法

研究の方法としては，従来と同様にアンケート用紙を用いることとした。

すなわち，歩行時における膝の角度が異なるいくつかのモデルを画き，これを多数の観

察者に見せて評価して貰い，最も美しいと思われる膝の角度を決めるとともに，観察者の

性別，年令別による評価を検討することとした。

前述のように，本研究は美しさの程度を数量化しようとするもので，その方法としては

多くの写真像から算出した歩行時の膝の角度の g.sを算出し，これをもととしていくつ
かのモデルを画き，それを多数の観察者による評価によって最も美しいと思われる膝の角

度を決めようとするものであった。したがって， この研究ではアンケート用紙を作るまで

の段階が最も困難な作業であった。

以下その研究の手順を概述する。

I〕 アンケート用紙の作成

(1)研究内容（分析の対称となる部分）の決定

歩行時における美しさをきめる場合，その対称となる

身体の部位には，頭部・胴体・上肢・下肢及び全身と多

くのものが考えられるが，現実にわれわれの眼を強くひ

くもの，すなわち，歩き方の美しさを決定する最も大き

な要素の一つは下肢であると考えた。

また，下肢は他の部位に較べて露出することが多いの

で分析には便利である。以上の 2点から，下肢をとりあ

げ，その中心となる膝の角度を本研究の対像とした。

このときの計測点は第1図に示す通りであった。

(2)撮影の条件

歩行時の膝の角度を写真で促えるときに問題となるの

は，歩速，カメラと被写体との距離，カメラと被写体と

ーー・大転子

—膝蓋骨後方
の中央の高さで

からみた軸上の点）

ー外裸点

第1図計測点

の角度，カメラの高さ，及びタイミング等であろう。

これらの条件について，筆者は次のように規定することとした。 （なお，以下に述べる

実験に用いた被験者は，東京女子体育大学の四年生の一人であって，その身長は157.5cm

体重は 47.Okgであった。）

①歩速

歩速をそのスピードから， 1.緩歩（ゆっくり歩く。その速さは lOrnを約8秒） 3.普

通歩（普通の速さで歩く。 lOrnを約7秒） 3.急歩（急いで歩く。 lOrnを約6秒） 4. 
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超急歩（大急ぎで歩く。 10mを約5秒）の4段階に分け， 16mmカメラで撮影したフィ

ルムを分析してみると，普通歩以外は体の傾斜や動揺など複雑な要因を含んでいるので写

真の分析がむずかし<,その対象から除外し，普通歩のみをとることとした。

② カメラと被写体との距離

カメラと被写体との距離を 5m, 7. 5 m, 10 m の3段階にわけて，距離の変化による

写真像の膝の角度をしらべたところ，その差は極めて微少であったので，以後の写真分析

においては距離による膝の角度の誤差を無視することとした。そして，以後のモデル決定

のための撮影距離はすべて 5mとした。

③ カメラの高さ

カメラのレンズの高さによって写真像の膝の角度がかわって来ることが当然予想された。

普通，カメラの高さを決める際の根拠として，被写体の高さの 2分の 1にするのと，人間

の眼の高さにするのとの両方が考えられるが，この研究においては人間の眼の高さをとる

ことにした。

④ カメラと被写体との角度

アンケート用紙にのせるモデルの膝の角度を何度にするかを決めるためには，多くの標

本を得て，そのx,sを算出する必要があった。このために，多くのスナップ写真を必要
としたが，スナップ写真を撮る場合の被写体との角度はほとんど 90度以外であるから，

どうしてもカメラと被写体との角度をしらべておく必要があった。

はじめ，生体を用いての写真像を分析したが，被写体がある一定時間同一姿勢をとるこ

とが出来ないので，木製人形を用いることとした。この時の実験の手順は次のようであっ

た。

1. カメラと木製人形との角度を 5度きざみに移動して撮影した写真像の膝の角度を測

度

180ャ

膝

の 175中

角

度

17o+ 

165中

16~ 

亡，••―’’•---• -、.-------,．60 65 70 75 80 85 ~0度
撮影角度

第 2図 撮影角度による膝の角度の変化の実測値

（人形を用いての右支持脚）

第 1表撮影角度による膝

の角度の変化

（人形による 5度）
きざみの実測値

撮影角度 膝の角度

右 60度 179.25度

65 179.5 

70 179.0 

75 178.5 

80 177.0 

85 176.5 

90 176.5 

95 176.25 

100 r75.o 

105 175.0 

110 174.25 

115 174.0 

120 174.0 
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定した。この結果は（第1表）， （第2図）のようになった。

3. （第2図）をみると，角度の推移があまりなめらかでないので，平均値法（推移を

なめらかにするために， 2点間の平均値をとり，新らしい推移をつくる。）により

修正した。

3. このようにして得た新らしいそれぞれの撮影角度別膝の角度と，真横 (90度）から

見た膝の角度との比を求め，修正率 (X)とした。すなわち

修正率 (X)=
撮影角度 (a)からの膝の角度

撮影角度 90度からの膝の角度

として，撮影角度別の膝の角度の修正値を算出した。この結果は（第 2表） （第3図）

のようになった。

度

180 ... 

膝

: 175-+ 

度

170f-

16叫

16()f-

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120度

撮影角度

第 3図 撮影角度による膝の角度の変化

（人形を用いての右支持脚）

第2表撮影角度による膝の角度

と修正値X（人形を用いて）

撮影角度 膝の角度 修正率X

60度 179.3度 1.0164

65 I 179.1 I 1. 0153 

70 I 178.6 I 1.0125 

75 I 177.9 I 1.0085 

so I 177.4 ! 1.0057 

85 I 176.9 i 1.0028 

90 I 176.4 I 1.0000 

95 I 175.9 I o.9972 

100 I 175.4 i 0.9943 

105 I 17 4. 8 i O. 9909 

110 I 174.5 I 0.9892 

115 I 174.2 I 0.9875 

120 I 174.0 I 0.9864 

⑤ タイミング（撮影の時点）

歩行中の膝の角度は常に変化するものであるから， どの時点での膝の角度を撮影するか

が問題となる。そこで， 16mm映画を写し，歩行時の膝の角度をつぎの 5つの時点に分

けてしらべることにした。

時点1・・・・後脚の踵のあげ始め

時点 2..••前脚の踵の着き始め

時点3・・・・前脚の足裏の全面がついた瞬間

時点4・・・・後脚の爪先が地面を離れる直前

時盗 5・・・・後脚の爪先が地面を離れた直後

以上の 5つの時点での膝の角度は，（第3表） （第4図）に示す通りであった。

これでみると，時点4 （後脚の爪先が地面から離れる直前）が左右の脚による角度の違

い小さいこと，時点3から時点5までの変化が比較的小さいこと，及び撮影のタイミング

が容易であること等の理由から，この時点4を分析の対象とすることとした。



女子の身体的理想像に関する研究（その 5) 5
 

度

180ャ

膝

の

角
17叶

度

普通歩右脚

-＇” 
.. 
--、、----
‘ヽ、ヽ、‘-------’ク

16ot 

15ctL. 

,.,•普通歩左脚

1 2 3 4 

（歩行動作）タイミング

5
 

第 4図 歩速別タイミングと膝の角度
(16mmによる）

第 3表 タイミングと膝の角度

(16mmはよる）

口膝の角度
動作

方
向

1 {右 177.5度
左 168.0

2 { 
右 185.5

左 170.0

3 { 
右 174.0

左 164.0

4 { 
右 174.0

左 163.5

5 { 
右 174.0

左 166.0

夕

イ

ン‘’

グ

(3) アンケート用紙にのせるモテルの作成

アンケート用紙にのせるモデルの作りかたを述べると次のようであった。

① アンケートにのせるモデルを作成するためには，まず，多く青年女子の膝の角度を

測定する必要がある。それは，多数の測定値から Xと Sとを算出することによってアン
ケートにのせるモデルの膝の角度を出来るだけ現実的なものにするとともに，モデルの膝

の角度を等間隔に配列するための準備でもあった。

このために，国鉄の駅周辺で撮影した388枚のスナップ写真像の中から，分析に適した

59枚を選び，集計の対象とした。

② 59枚の写真像を，前もって用意した生体の 5度きざみの撮影角度別写真像と照合

して，それぞれの撮影角度 (a) を決めた。

③ それぞれの撮影角度における膝の角度を 90度から撮影した膝の角度に修正するた

めに，次の式を用いた。

スナップ写真の膝の修正角度＝
撮影角度aにおけるスナップ写真象の膝の角度

人形の撮影角度 aにおける修正率 X

以上のようにして算出したスナップ写真像の膝の角度及びその修正角度は（第4表）の

通りであった。

④ スナップ写真像枚から得た膝の修正角度のx,sを算出したところ，え＝157.49度，
s=6.88度であった。

このえを起点として，左右に 0.5sずつの間隔でモデルを増加し，下記の7個のモデ

ルを作成した。このうち， 1のモデルは美しさの対象とするのに不適当と思われたので除

外し， 2 2 7の6個のモデルを残した。そして， Aから Fまでの記号をつけることとした。

1 のモデル・・• ・X-1.25s与149度 除外

2のモデル・・・ ・X-0.758与152度 モデルA

3 のモデル・・ ·•X-0.25S 与 156 度 モデルB

4のモデル・・・-X +0.25 s与159度 モデルC
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第4表 スナップ写真像における膝の角度とその修正角度

No. 撮影角度 膝の角度 修正角度 No. 1 撮 影角度 膝の角度 修正角度

1 80度 144.5度 143.68 31 85度 158.5度 158.06 

2 75 147.0 145.76 32 75 159.5 158.16 

3 95 147.0 147.41 33 75 159.5 158.16 

4 70 150.0 148.15 34 85 159.0 158.56 

5 95 148.0 148.42 35 65 161.0 158.57 

6 90 148.5 148.50 36 90 159.0 159.00 

7 85 149.0 148.58 37 90 159.0 159.00 

8 75 150.5 149.23 38 80 160.0 159.09 ， 100 148.5 149.35 39 85 160.0 159.55 

10 90 149.5 149.50 40 70 161.5 159.51 

11 75 151.5 150.22 41 65 162.0 159.56 

12 60 153.0 150.53 42 90 160.0 160.00 

13 75 153.0 151.71 43 70 162.0 160.00 

14 105 151.0 152.39 44 85 160.5 160.05 

15 80 153.5 152.63 45 85 160.5 160.05 

16 70 155.0 153.09 46 75 161.5 160.14 

17 70 155.5 153.58 47 65 163.0 160.54 

18 95 154.0 154.43 48 95 160.5 160.95 

19 70 156.5 154.57 49 110 159.5 161.24 

20 70 157.0 155.06 50 75 163.0 161.63 

21 90 155.5 155.50 51 65 165.0 162.51 

22 70 157.5 155.56 52 70 165.0 162.96 

23 70 157.5 155.56 53 85 166.0 165.54 

24 75 157.0 155.68 54 65 169.0 166.45 

25 105 155.0 156.42 55 110 167.0 168.82 

26 60 159.0 156.43 56 70 173.5 171.36 

27 60 160.0 157.42 57 85 172.5 172.02 

28 70 159.5 157.53 58 60 177.5 174.64 

29 100 157.0 157.90 59 70 177.5 175.31 

30 70 160.0 158.02 

5のモデル・・・ ・X +0.75s与163度 モデルD

6 のモデル・•.．尺＋ 1.25s与 166 度モデル E

7のモデル・・・.Jt+1.75 8与170度 モデルF

この場合，モデルの数を 6個としたのは，つぎの理由からであった。

人の体の大きさや姿勢を美しさの対象とするときの限度は， Xを中心に土1.25s,すな

わち， 2.5sの範囲で（これは理論上，全度数の 79％前後にあたる）あることが今までの

研究でほぼわかっていた。また，われわれの眼が紙に画かれてあるモデルの大きさの違い

を識別出来る限界が， 0.5s以上であることもわかっていた。さらに，モデルの数が奇数

であると，中央のモデルに最も良い評価が集中し勝ちであった。

以上の3点から，モデルの数を6個にしたのであった。

このようにして，最終的に出来上ったアンケーヘ用紙が（第5図）である。
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第5図 女子の身体に関する調査（その 5)

上の図は，女子の歩行の美しさに関する調査で， 6個のモデルが普通の速さで歩いてい
るところを側面から画いたものです。
後脚（右脚）が地面から離れる瞬間をとらえたものですが，前脚（左脚）の膝の角度が
少しずつ違うようになっています。
6個のモデルについて，美しいと思われる順に， 1位～ 6位まで順位をつけて下さい。

あなたの性（男・女） 年令（ オ） 職業（ ） 

II〕美しさの評価

美しさの評価は次のような順序で行なった。

(1) アンケート用紙を多数の観察者に配布し，美しい

と思われる順に個のモデルの順位をつけてもらった。

(2)順位を点数に換算した。その方法は 1位を6点，

2位を 5点， 3位を4点， 4位を3点， 5位を2点， 6

位を 1点とした。

(3) 点数を観察者の性別，年令別及び合計について，

それぞれの群別に各モデルの美しさの平均値及び順位を

算出した。

(4)観察者の性や年令と美しさの評価との間の関係についてしらべてみた。

なお，観察者の性別，年令別人員の内訳は（第 5表）の通りであった。

III.研究結果

前述の研究方法によって得た結果を概述すると次のようであった。

I〕 観察者の性別，年令別並びにそれらの合計からみた美しさの評価

観察者の性別，年令別並びにそれらの合計からみた， 「歩行時の膝の角度とその美しさ

との関係」をまとめたところ， （第6表）のようになった。

これをみると，観察者 10代の男子では，モデルF （膝の角度が約170度）が1位，モ

デルE （同， I66度）が2位，モデルD （同， 163度）が3位，モデルC (I司， 159度）

が4位，モデルB （同， I56度）が5位，モデルA （同， 152度）が6位であった。

観察者 10代の女子では， Eが1位， Fが2位， Dが3位， Cが4位， Bが5位， Aが

6位であった。

観察者 20代では，男女の観察とも， E, F, D, C, B, Aの順であった。
観察者 30代では，男子の観察者がE, F, D, C, B, Aの順であり，女子の観察者

ぱE, F, D, C, B, Aの順であった。

観察者の性別の合計では，男子，女子ともにE, F, D, C, B, Aの順であり，さら

に，全観者でも E, F, D, C, B, Aの順であった。

第5表観察者の人数

、バミ 男 女 計

1 0 代 114 139 253 

2 0 代 134 141 275 

3 0 代 134 115 249 

計 382 395 i 777 
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第6表 観察者の性別年令別にみた歩行時の膝の角度の美しさの評価の順位

ロ＼観察者 1 0 代（人数） 2 0 代 3 0 代—―— 合 計

モデ＼＼＼男女男女男女男女 I 計
ル＼ （114) --(138)- — (13-4> __J141) （134) （115) （382) （395) （777) 

A 乎均値 1.241 1.24 I 1.52 I 1.20 I 1.26 I 1.15 I 1.34 I 1.20 t 1.27 

(152°) 順位 6 I 6 I 6 I 6 I 6 I 6 I 6 I 6 I 6 
-- --- ---—, ＿ | 

B 平均値 2.41 I 2.30 I 2.46 I 2.25 I 2.33 I 2.21 I 2.40 I 2.26 I 2.33 

(156°) 順位 5 5 5 5 5 5 I 5 I 5 I 5 

c 平均値 3. 36 3. 16 3.28 3. 17 9 3.41 3.98 3.35 3.20 | - 3.38 

(159°) 順位 4 I 4 I 4 I 4 4 I 4 I 4 I 4 l 4 
・・-・-・・--

D 平均値 4.61 I 4.46 I 4.ss I 4.45 I 4.53 I 4.23 I 4.49 I 4.39 i 4.44 

(163°) 順位 3 3 3 3 3 3 9 3 I 3 ! 3 
----＿ 

E 平均値 4. 67 I 4. 94 I 4. 93 I 5.12 I 4. 78 I 5. 04 i 4. 80 I 5. 04 : 4. 92 

(166°)戸順位 1 2 1 1 1 1 2 1 1 l 1 

F 平均値 4. 73 I 4.90 

(170°) 順位 11 2 [ 21  21  21  11  21  21  2 

註 モデルの符号 (A....F)の下の数字はそれぞれのモデルの膝の角度。

第 7表観察者の性，および年令と美しさの評働との炉の値

性 別 年令、口 10代男女 20代男女 30代男女 10代 2贔/0代ーー10代 :;:30;
モデル

炉 有意差 x2 1有意差 x2 有意差 x2 1有意差 x2 i有意差

A I 4.63 なし 11.39* Iあり 5.67 なし i 11.74 なし 15.32 !なし

B I 2.96 Iなし 5.27 なし 2.87 なし| 8.43 なし 2.72 なし

C I 5.86 iなし 16.37*＊あり 6.34 なし! 14.83 なし 13.65 なし

D I 7.46 なし 3.47 Iなし 8.41 !なし！ 13.05 なし 13.85 Iなし

E I 6.00 なし 5.51 Iなし 6.46 なし 12.12 Iなし 13.19 なし

このようにして，歩行時の膝の角度が異なる 6個のモデルのうちで最も美しいモデルと

みられたのは，モデルEであった。

このモデルEは，歩行時の支持脚を真横からみた時，その角度が約 166度のモデルであ

った。

II〕 観察者の性別，年令別と美しさの評価との関係

観察者の性や年令と，歩行時の膝の角度美しさの評価との間に，関連があるかどうかを

しらべるために炉テストを行なってみた。その結果は（第7表）のようになった。

(1) 観察者の性と美しさの評価との関係

観察者の性と，歩行時の膝の角度の美しさについての評価との間に関連があるかどうか

を炉テストによってしらべたところ，次のようなことがわかった。
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，
 

モデルA及び：デルFにおいて，観察者 20代の男女と，美しさの評価との間に， 5% 

水準で炉の値が有意となった。

これは，膝が比較的まがり気味のモデルAでは，観察者男子の評価が観察者女子の評価

に較べていくらか良く，また，膝が比較的伸び気味のモデルFでは，観察者女子（中でも
20代）の評価が観察者男子の評価に較べてよりよいことを意味している。

(2)観察者の年令と美しさの評価との関係

観察者の年令と，歩行時の膝の角度の美しさについての評価との間に関連があるかどう

かを炉テストによってしらべたところ，次のようなことがわかった。

モデルFにおける観察者女子の年令 (10代， 20代， 30代）と，美しさの評価との間に，

5％水準で炉の値が有意となった。

これは，女子の 10代， 20代， 30代のいずれの年令層の観察者においても，膝が比較

的伸び気味のモデルFの評価は良いのであるが，特に30代においては他の年令層 (10代，
20代）よりもこの傾向が顕著であることを意味づけた。

以上の結果をまとめると，次のようになる。

20オ前後の女子の歩行時の膝の角度を真横からみた場合，観察者の評価が以下のよう

になった。

1) 歩行時の膝の角度がそれぞれ異なる 6個のモデルの中で，最も美しい膝の角度とみ

られたのは，支持脚の膝の角度を真横からみて，約166度のモデル (E)であった。

2) 男子の観察者の評価と，女子の観察者の評価とを比較してみると，両群の評価とも

比較的膝の伸び気味のモデルをより美しいと評価しているが，女子の観察者においては特

にこの傾向が顕著であった。

3) 10代， 20代， 30代それぞれの年令層の観察者の評価を比較してみると，いずれの

年令層の観察者においても，比較的膝の伸び気味のモデルをより美しいと評価しているが，

30代の観察者においては特にこの傾向が顕著であった。
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